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国
労
加
入
を

大
胆
に
訴
え
よ
う

　

国
労
東
京
委
員
長
杯
争
奪
第
三
八
回
野
球
大
会

の
準
決
勝
・
決
勝
が
、
一
一
月
一
七
日
の
時
お
り

小
雨
が
降
る
大
井
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ

た
。
当
初
九
月
一
六
日
に
予
定
さ
れ
て
い
た
が
、

大
雨
で
延
期
に
な
っ
た
も
の
で
、
一
・
二
回
戦
の

猛
暑
と
う
っ
て
変
わ
っ
て
非
常
に
寒
い
中
で
の
開

催
と
な
っ
た
。

　

大
宮
Ｂ
（
電
気
連
合
）
対
神
奈
川
Ａ
（
中
原
電

車
区
）
の
対
戦
は
六
対
〇
で
神
奈
川
Ａ
の
圧
勝
。

八
王
子
Ａ
（
八
王
子
地
区
協
）
対
新
橋
Ｂ
（
新
宿

駅
）
の
対
戦
で
は
七
対
二
で
八
王
子
Ａ
が
圧
倒
し

た
。

　

三
位
決
定
戦
は
大
宮
Ｂ
対
新
橋
Ｂ
の
対
戦
と
な

り
新
橋
Ｂ
が
先
行
し
た
が
、
大
宮
Ｂ
が
五
・
六
・
七

回
に
得
点
を
上
げ
て
同
点
に
追
い
つ
き
、
特
別
ル

ー
ル
の
延
長
八
回
に
大
宮
Ｂ
が
一
挙
に
四
点
を
入

れ
逆
転
勝
ち
。
決
勝
は
神
奈
川
Ａ
対
八
王
子
Ａ
と

な
り
、
八
王
子
Ａ
が
一
回
裏
に
押
し
出
し
、
ス
ク

イ
ズ
、
二
点
タ
イ
ム
リ
ー
で
五
点
を
入
れ
て
流
れ

を
つ
か
み
、
神
奈
川
Ａ
は
二
・
三
・
四
回
に
計
五
点

を
あ
げ
追
い
上
げ
た
が
、
八
王
子
Ａ
は
四
回
裏
に

一
・
三
塁
か
ら
佐
藤
選
手
の
タ
イ
ム
リ
ー
ヒ
ッ
ト

で
突
き
放
し
た
。
以
降
は
投
手
戦
と
な
り
、
八
王

子
Ａ
が
神
奈
川
Ａ
を
七
対
五
で
下
し
、
二
年
連
続

で
の
優
勝
と
な
っ
た
。

　

そ
の
後
成
績
発
表
・
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
最
優

秀
選
手
に
は
八
王
子
Ａ
の
佐
藤
選
手
（
豊
田
駅
）

が
、
最
優
秀
投
手
に
は
緑
川
選
手
（
八
王
子
運
輸

区
）
が
選
ば
れ
た
。

　

国
労
東
京
地
方
本
部
は
、
二
◯
◯
八
年
度
に
引

き
続
い
て
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
、
グ
リ
ー
ン

ス
タ
ッ
フ
（
契
約
社
員
）
と
し
て
働
い
て
い
る
皆

様
か
ら
貴
重
な
ご
意
見
・
感
想
、
要
望
を
聞
か
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
私
た
ち
は
皆
様
の
声
に
真

摯
に
応
え
、
届
け
ら
れ
た
諸
要
求
の
実
現
に
向
け

て
全
力
を
あ
げ
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

多
く
の
皆
さ
ん
に
グ
リ
ー
ン
ス
タ
ッ
フ
の
意

見
・
要
望
を
知
っ
て
い
た
だ
き
、
改
善
に
力
を
貸

し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
さ
ら
に
は
Ｊ
Ｒ
東
日
本

会
社
に
も
理
解
し
て
い
た
だ
き
、
待
遇
改
善
の
一

助
に
な
る
よ
う
、
今
回
は
そ
の
一
部
を
紹
介
し
て

い
き
ま
す
。

★★

「
入
社
時
」「
入
社
後
」
の
研
修
制
度

で
改
善
す
べ
き
と
こ
ろ

・
研
修
セ
ン
タ
ー
の
研
修
と
、
現
場
で
の
接
客
は

大
き
な
違
い
が
あ
る
。
配
属
駅
で
の
実
習
に
重
点

を
お
く
べ
き
。・
遺
失
物
の
取
り
扱
い
を
も
う
少

し
行
っ
た
ほ
う
が
よ
い
。・
機
械
ト
ラ
ブ
ル
に
対

す
る
方
法
を
教
え
る
時
間
を
し
っ
か
り
作
っ
て
ほ

し
い
。・
一
人
一
台
で
マ
ル
ス
を
操
作
し
た
い
。

・
人
身
事
故
な
ど
異
常
時
の
対
応
を
学
び
た
か
っ

た
。・
正
社
員
の
よ
う
に
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
制
度
を

取
り
入
れ
て
ほ
し
い
。・
配
属
後
の
フ
ォ
ロ
ー
ア

ッ
プ
研
修
を
増
や
し
て
ほ
し
い
。・
社
会
人
と
し

て
の
教
育
が
必
要
。・
配
属
後
、
先
生
が
毎
日
違

う
が
、
固
定
し
た
ほ
う
が
よ
い
と
思
う

★★

会
社
を
辞
め
た
い
と
思
っ
た
こ
と
が
あ

る
方
に
。
理
由
を
教
え
て
く
だ
さ
い

・
暴
言
を
受
け
た
と
き
な
ど
、
接
客
上
の
ス
ト
レ

ス
を
感
じ
た
時
。・
正
社
員
に
な
れ
る
保
障
が
無

グ
リ
ー
ン
ス
タ
ッ
フ

　ア
ン
ケ
ー
ト

まとまる

い
の
で
、
将
来
に
不
安
を
感
じ
た
と
き
。・
仕
事

で
失
敗
し
た
時
。・
職
場
の
人
間
関
係
。・
金
銭
的

な
待
遇
面
。・
変
則
勤
務
に
慣
れ
な
い
。・
何
か
あ

っ
た
時
上
司
が
守
っ
て
く
れ
な
い
時
。・
パ
ワ
ハ

ラ
、
い
じ
め
。・
正
社
員
が
し
っ
か
り
し
て
い
い
。

★★

そ
の
他
ご
意
見
が
あ
れ
ば

・
メ
ン
タ
ル
ケ
ア
的
な
部
分
も
し
っ
か
り
し
て
欲

し
い
。・
接
客
時
、
理
不
尽
な
こ
と
を
言
わ
れ
て

も
、
ト
ラ
ブ
ル
に
な
る
の
を
恐
れ
て
、
何
も
言
え

な
く
な
っ
て
し
ま
う
。・
正
社
員
と
同
じ
仕
事
を

し
て
い
る
の
に
、
い
く
ら
な
ん
で
も
差
が
あ
り
す

ぎ
る
。・
後
方
担
当
が
冷
た
か
っ
た
り
す
る
。
自

分
の
味
方
だ
と
思
え
る
状
況
が
ほ
し
い
。・
正
社

員
登
用
試
験
に
お
い
て
、
四
月
採
と
九
月
採
で
試

験
を
受
け
る
の
に
必
要
な
在
職
年
月
数
が
異
な
る

の
は
お
か
し
い
。・
社
員
証
で
は
な
く
グ
リ
ー
ン

ス
タ
ッ
フ
証
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
見
せ
た
く
な

い
。・
窓
口
に
入
っ
て
い
て
、
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
が

整
っ
て
い
な
い
。
正
社
員
試
験
前
に
徹
夜
勤
務
を

減
ら
す
な
ど
、
身
体
に
あ
ま
り
負
担
に
な
ら
な
い

勤
務
に
し
て
ほ
し
い
。・
一
人
で
悩
ん
だ
あ
げ
く
、

ど
こ
に
相
談
し
た
ら
よ
い
か
分
か
ら
な
い
。
管
理

者
を
代
え
て
ほ
し
い
。

5（4） 5（0）

5 7

11・17

0 6 2 7

7 0 22 0 4 7 13 0

8・5

8 6 9 6 0 27 10 1 3(1) 3(2)

三
位
決
定
戦

⑬
大
井
工
場
支
部

⑨
新
橋
支
部
Ｂ

（
新
宿
駅
）

⑩
中
央
支
部

⑪
新
橋
支
部
Ａ

（
品
川
・
電
気
連
合
）

⑫
八
王
子
Ａ

（
八
王
子
地
区
協
Ａ
）

新橋Ｂ

第
一
日
目

第
二
日
目

Ｅ-3

Ｃ-１

準優勝　神奈川Ａ　　　三位　大宮Ｂ

①
大
宮
Ｂ

（
電
気
連
合
）

②
新
幹
線
地
方
本
部

③
神
奈
川
Ｂ

（
東
神
奈
川
電
車
・
車
掌
）

④
神
奈
川
Ａ

（
中
原
電
車
区
）

Ｄ-1

大宮Ｂ

第３８回国労東京委員長杯争奪軟式野球大会結果

⑦
自
動
車
支
部

⑧
八
王
子
Ｂ

(

八
王
子
地
区
協
Ｂ
）

⑤
大
宮
Ａ

（
宇
都
宮
支
部
）

⑥
上
野
支
部

（
施
設
連
合
）

Ｃ-２

Ｃ-1

優勝　八王子Ａチーム

Ｅ-２

Ｅ-１

Ｄ-3

Ｅ-1

Ｆ-3Ｃ-3

Ｃ-2 Ｄ-2

 

 

契約更新回数が上限満了後の進路希望についてお尋ねします 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

78.6% 

2.7% 4.8% 
11.2% 

2.7% 

0.0% 

20.0% 

40.0% 

60.0% 

80.0% 

契約満了後の進路希望

①  登用制度等を活用しＪＲ東日本の正社員を希望 
② 他の鉄道・旅行会社の正社員や契約社員等を希望 

③ 鉄道業・旅行業以外の会社へ就職を希望 

④ その先のことは考えていない・わからない

⑤ その他 

国労東京

スキー大会スキー大会
湯沢パーク

申し込みは地区本部
支部へ願います。

マラソン大会マラソン大会
皇居１周・２周

２
２３
　
・２４

1
15

2011年

優勝　八王子Ａチーム

1729号.indd   1 2010/11/29   15:05:35



国　  労　  東　  京（2）2010 年 12 月５日（毎月１回５日発行） No. 1729

大
宮
地
区
本
部

一
〇
月
一
一
日
（
土
）
に
「
さ
い
た
ま
市
大

宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
」
に
お
い
て
、
第
一
一
回
の

大
宮
地
区
本
部
定
期
大
会
が
開
催
さ
れ
た
。

は
じ
め
に
馬
橋
委
員
長
か
ら
「
Ｊ
Ｒ
不
採
用

問
題
で
は
、
残
さ
れ
た
雇
用
の
確
保
に
全
力
で
取

り
組
む
。
Ｊ
Ｒ
不
採
用
問
題
が
山
を
越
え
、
次
の

課
題
は
、
組
織
の
拡
大
。
国
労
が
労
働
条
件
の
改

善
の
闘
い
を
職
場
で
進
め
る
た
め
に
も
、
組
織
の

多
数
派
を
目
指
そ
う
。
そ
の
た
め
に
も
分
会
運
動

の
強
化
か
ら
組
織
の
強
化
・
拡
大
へ
結
び
つ
け
て

い
こ
う
。
次
に
安
全
・
安
定
輸
送
の
確
立
の
問
題
。

支
社
内
で
も
黒
磯
駅
構
内
の
感
電
事
故
か
ら
こ
の

二
年
間
で
、
六
名
も
の
命
が
奪
わ
れ
て
い
る
。
安

全
で
安
心
し
て
働
き
続
け
ら
れ
る
職
場
を
作
る
た

め
に
も
、
職
場
を
再
点
検
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
ま
た
今
後
、『
会
社
施
策
』
が
実
施
さ

れ
る
が
、
各
職
能
別
協
議
会
と
連
携
し
な
が
ら
、

交
渉
を
進
め
て
い
く
」
な
ど
の
挨
拶
が
あ
っ
た
。

そ
の
後
、
七
名
の
来
賓
挨
拶
と
東
日
本
本
部

の
松
井
書
記
長
、
東
京
地
方
本
部
の
石
上
委
員

長
、
鉄
道
退
職
者
の
会
の
堀
本
様
か
ら
挨
拶
を
頂

き
議
題
に
進
ん
だ
。
闘
争
団
の
特
別
発
言
と
経
過

で
三
名
、
運
動
方
針
で
六
名
、
計
一
〇
名
の
代
議

員
か
ら
、
各
職
場
の
状
況
や
頑
張
り
等
が
報
告
さ

れ
た
。
昇
進
・
昇
格
試
験
の
問
題
や
合
否
に
つ
い

て
、
設
備
メ
ン
テ
改
善
合
理
化
の
提
案
を
受
け
た

こ
と
。
車
両
検
修
合
理
化
や
貨
物
職
場
の
問
題
。

エ
ル
ダ
ー
社
員
は
、
劣
悪
な
労
働
条
件
の
も
と
で

働
か
さ
れ
て
い
る
。
等
が
出
さ
れ
た
。
小
林
書
記

長
が
運
動
方
針
に
沿
っ
た
方
向
で
取
り
組
む
が
特

に
、
Ｊ
Ｒ
不
採
用
問
題
に
つ
い
て
は
、
報
告
集
会

を
開
催
。
組
織
拡
大
・
強
化
に
向
け
て
全
力
で
取

り
組
む
。
効
率
化
・
合
理
化
事
案
に
つ
い
て
、
分

会
と
連
携
を
取
り
な
が
ら
取
り
組
む
。
と
集
約
を

行
い
、
全
体
の
拍
手
で
運
動
方
針
が
承
認
さ
れ
、

最
後
に
馬
橋
委
員
長
の
団
結
が
ん
ば
ろ
う
で
閉
会

し
た
。

各
地
区
本
部
・
支
部
大
会
開
か
れ
る

　

八
王
子
地
区
本
部

　

八
王
子
地
区
本
部
は
一
〇
月
九
日
に
八
王
子
労

政
会
館
に
お
い
て
、
第
一
四
回
定
期
地
区
本
部
大

会
を
開
催
し
た
。
一
一
時
二
〇
分
に
田
中
副
委
員

長
の
開
会
あ
い
さ
つ
で
始
ま
り
、
議
長
に
は
高
橋

輝
一
代
議
員
（
立
川
駅
）
が
、
副
議
長
に
深
沢
香

代
議
員
（
韮
崎
駅
連
）
が
選
出
さ
れ
た
。

　

小
山
委
員
長
か
ら
不
採
用
問
題
、
健
全
な
労
使

関
係
、
安
全
安
定
輸
送
、
組
織
強
化
拡
大
、
護
憲
・

平
和
・
政
治
闘
争
な
ど
に
つ
い
て
あ
い
さ
つ
が
あ

っ
た
。

　

来
賓
あ
い
さ
つ
で
は
三
多
摩
交
運
、
三
多
摩
地

公
労
、
八
王
子
市
民
セ
ン
タ
ー
な
ど
多
く
の
方
か

ら
、
激
励
の
言
葉
を
い
た
だ
い
た
。
続
い
て
東
京

闘
争
団
原
田
団
長
、
北
見
闘
争
団
水
本
事
務
局

長
、
東
京
地
本
石
上
委
員
長
、
東
日
本
本
部
高
野

委
員
長
か
ら
あ
い
さ
つ
を
受
け
た
。

　

昼
食
休
憩
を
挟
み
、
経
過
・
方
針
に
対
し
、
組

織
拡
大
に
つ
い
て
、
昇
進
昇
格
試
験
に
つ
い
て
、

エ
ル
ダ
ー
社
員
の
実
態
に
つ
い
て
、
乗
務
員
の
労

働
実
態
に
つ
い
て
、
検
修
委
託
の
問
題
に
つ
い

て
、
安
全
問
題
に
つ
い
て
、
グ
リ
ー
ン
ス
タ
ッ
フ

の
労
働
条
件
改
善
に
つ
い
て
な
ど
様
々
な
意
見
や

取
り
組
み
の
報
告
が
一
八
名
か
ら
さ
れ
た
。

　

そ
の
後
、
横
森
書
記
長
か
ら
労
働
条
件
改
善
、

安
全
安
定
輸
送
、
労
使
関
係
改
善
、
不
採
用
問
題
、

組
織
強
化
拡
大
な
ど
に
つ
い
て
集
約
が
行
わ
れ
、

最
後
に
小
山
委
員
長
の
団
結
が
ん
ば
ろ
う
で
閉
会

し
た
。

　

上
野
支
部

　

国
労
上
野
支
部
第
一
二
四
回
定
期
大
会
は
、

一
一
月
四
日
北
区
滝
野
川
会
館
に
お
い
て
代
議
員

三
一
名
中
二
八
名
の
出
席
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
長
に
尾
久
駅
の
岡
代
議
員
、
副
議
長
は
田
端

機
関
区
の
林
代
議
員
を
選
出
、
森
委
員
長
は
挨
拶

で
①
採
用
差
別
問
題
の
報
告
と
雇
用
を
め
ざ
す　

②
合
理
化
反
対
と
労
働
条
件
の
改
善
の
取
り
組
み

　

③
エ
ル
ダ
ー
・
出
向
職
場
の
改
善
で
六
五
歳
ま

で
働
け
る
職
場
に　

④
非
正
規
雇
用
と
組
織
拡
大

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
述
べ
ま
し
た
。
来
賓
は
政

党
・
闘
争
団
・
退
職
者
会
・
国
労
議
員
団
等
か
ら

あ
い
さ
つ
を
頂
き
、
地
本
の
松
川
書
記
長
が
情
勢

の
報
告
を
し
ま
し
た
。

決
算
・
方
針
な
ど
の
提
案
の
後
、
代
議
員
一
三
人

が
討
論
に
立
ち
、
答
弁
・
書
記
長
集
約
と
一
緒
に

報
告
し
ま
す
。
①
エ
ル
ダ
ー
制
度
・
出
向
職
場
の

　

神
奈
川
地
区
本
部

　

神
奈
川
地
区
本
部
は
一
〇
月
九
日
、
県
民
ホ
ー

ル
会
議
室
に
お
い
て
、
第
一
五
回
地
区
本
部
大
会

を
開
催
し
た
。

　

今
大
会
は
、
六
月
二
八
日
に
最
高
裁
で
和
解
が

成
立
し
た
「
Ｊ
Ｒ
不
採
用
問
題
」
の
残
さ
れ
た
「
雇

用
問
題
の
解
決
」
に
向
け
、
手
を
緩
め
る
こ
と

な
く
取
り
組
む
こ
と
、「
Ｊ
Ｒ
不
採
用
問
題
」
の

和
解
成
立
の
流
れ
を
確
実
な
も
の
と
し
て
い
く
た

め
、
職
場
労
働
条
件
改
善
や
組
織
拡
大
に
全
力
を

上
げ
て
い
く
こ
と
を
全
体
で
確
認
し
た
大
会
と
な

っ
た
。

　

大
会
は
、議
長
に
秋
本
代
議
員
（
尻
手
駅
分
会
）

副
議
長
に
広
瀬
代
議
員
（
大
船
保
技
セ
）
を
選
出

し
議
事
が
開
始
さ
れ
た
。

　

姉
崎
委
員
長
の
挨
拶
を
受
け
た
後
、
多
く
の
来

賓
の
方
か
ら
、
二
三
年
に
も
及
ぶ
「
国
鉄
闘
争
・

Ｊ
Ｒ
不
採
用
問
題
」
の
政
治
解
決
に
対
し
て
、
ハ

ン
ス
ト
や
集
会
参
加
、
地
労
委
・
裁
判
闘
争
な
ど

を
一
緒
に
闘
っ
た
感
想
が
熱
く
語
ら
れ
、
残
さ
れ

た
「
雇
用
の
確
保
」
に
向
け
た
協
力
・
支
援
体
制

を
惜
し
ま
な
い
決
意
が
さ
れ
た
。

　

米
山
書
記
長
か
ら
経
過･

運
動
方
針
提
起
の

後
、
経
過
二
名
、
方
針
で
は
一
〇
名
の
代
議
員
か

ら
、
組
織
拡
大
、
不
採
用
問
題
に
お
け
る
雇
用
確

保
問
題
、
エ
ル
ダ
ー
職
場
労
働
条
件
改
善
、
施
設

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
問
題
な
ど
の
活
発
な
発
言
が
さ

れ
、
米
山
書
記
長
集
約
に
よ
り
、
向
こ
う
一
年
間

の
運
動
方
針
を
決
定
し
、
姉
崎
執
行
委
員
長
の
力

強
い
「
団
結
が
ん
ば
ろ
う
」
で
閉
会
し
た
。

改
善
で
職
場
の
問
題
を
支
部
に
具
体
的
に
上
げ
る

　

②
運
輸
職
協
と
車
掌
職
場
の
運
動
は
新
職
協
に

な
っ
て
も
引
き
続
き
連
携
を
保
つ　

③
駅
あ
り
・

施
設
・
電
気
の
メ
ン
テ
・
運
転
検
修
の
委
託
、
外

注
化
と
の
闘
い　

④
総
合
労
働
協
約
の
取
り
組
み

　

⑤
組
織
強
化
・
拡
大
は
全
職
場
の
創
意
工
夫
、

組
織
対
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
設
置
・
組
織
対
策
費

の
有
効
活
用　

⑥
労
働
条
件
改
善
を
点
検
・
摘
発

闘
争
と
結
合
し
た
運
動
、
技
術
継
承
と
職
場
教

育
・
養
成
の
過
程
問
題
の
取
り
組
み　

⑦
不
採
用

問
題
の
一
日
も
早
い
雇
用
に
全
力
を
尽
く
す
こ
と

と
、
一
括
和
解
に
基
づ
く
職
場
内
差
別
の
根
絶
な

ど
鈴
木
書
記
長
が
集
約
し
、
総
て
の
議
題
を
全
員

の
拍
手
で
承
認
し
ま
し
た
。
ス
ト
権
の
確
立
な
ど

議
事
日
程
を
無
事
終
了
し
、
閉
会
し
ま
し
た
。

　

今
大
会
の
特
徴
は
、
職
場
の
取
り
組
み
が
組
織

問
題
を
中
心
に
具
体
的
に
報
告
さ
れ
た
こ
と
。
全

て
の
職
場
で
労
働
条
件
が
問
題
化
し
、
現
場
長
申

し
入
れ
な
ど
取
り
組
み
が
進
ん
で
い
る
も
の
の
会

社
の
誠
意
の
無
さ
、
他
労
組
の
対
応
の
悪
さ
も
指

摘
さ
れ
ま
し
た
。
貨
物
・
グ
リ
ー
ン
ス
タ
ッ
フ
・

エ
ル
ダ
ー
を
含
む
幅
広
い
取
り
組
み
が
集
約
に
盛

り
込
ま
れ
ま
し
た
。

　

新
橋
支
部

　

新
橋
支
部
は
、
一
一
月
一
二
日
蒲
田
ア
プ
リ
コ

ホ
ー
ル
に
お
い
て
第
七
五
回
定
期
支
部
大
会
を
代

議
員
・
来
賓
・
傍
聴
者
一
四
一
名
が
参
加
し
開
催

し
た
。
東
京
闘
争
団
報
告
で
は
、「
現
在
の
闘
争

団
員
の
現
状
報
告
が
さ
れ
、
雇
用
問
題
が
ま
だ
解

決
さ
れ
て
い
な
い
中
、
大
き
な
不
安
を
抱
え
て
い

る
の
が
本
音
。
雇
用
の
完
全
確
保
を
目
指
す
運
動

に
全
力
を
」
と
訴
え
た
。

　

代
議
員
発
言
で
は
、
職
場
問
題
に
集
中
し
た
。

「
昇
進
・
昇
格
試
験
で
は
一
括
和
解
以
降
確
か
に

合
格
が
国
労
も
す
る
よ
う
に
な
っ
て
入
る
が
、
他

労
組
の
若
い
人
の
合
格
率
は
自
動
昇
格
と
同
じ
」

「
分
会
で
Ｉ
Ｔ
Ｖ
実
態
調
査
を
行
い
、
安
全
仕
事

総
点
検
運
動
要
求
と
し
て
団
体
交
渉
に
臨
み
改
善

に
な
っ
た
」「
Ｇ
Ｓ
社
員
一
〇
数
名
が
契
約
切
り

替
え
時
に
再
契
約
せ
ず
職
場
を
去
っ
て
い
っ
た
。

将
来
展
望
に
兆
し
が
見
え
な
い
が
理
由
」「
ラ
イ

ナ
ー
発
売
業
務
が
委
託
化
方
向
に
動
い
て
い
る
」

「
組
織
拡
大
を
意
識
し
た
分
会
運
動
に
な
っ
て
き

た
」
等
の
報
告
が
さ
れ
一
年
間
の
闘
う
方
針
が
全

体
で
確
認
さ
れ
谷
崎
委
員
長
の
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー

で
閉
会
し
た
。

大宮地区本部

八王子地区本部

神奈川地区本部

新橋支部

上野支部
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